
第7次白老町総合計画
策定委員会（第1回）

町民と職員が町の未来をともに考える計画へ
～策定の過程そのものを、町民参加・職員参加の機会とする～

令和8年8月31日
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１ 委員長 大塩町長

２ 副委員長 大黒副町長

３ 委員 井内教育長
全部長職 9名

計１２名

鈴木総務財政部長、山本町民生活部長、三上企画振興部長、
舛田都市整備部長、齊藤保健福祉部長、冨川教育部長、
本間議会事務局長、本間病院事務長、小玉消防長
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策定委員会の体制と役割
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策定委員会
（理事者・全部長職）

町全体の方向性、将来像、基本目標、重点事項
等を政策判断

施策形成会議
（全課長職）

施策間の整合性、分野横断連携、案を仕上げる

分野別庁内PT
（主幹・係長職、関係職員）

現状、課題、目指す姿、基本施策、基本事業、
指標案等を検討

PTアドバイザー
（全課長職）

助言、軌道修正、事前調整

外部アドバイザー
（大学教授等）

客観的助言

案の
上程

案の
上程

策定事務局（企画政策課）
全体設計、会議運営

議会

総合計画調査
特別委員会

審議会
（町民40名規模、

全体会＋分野別分科会）
総合計画に関する事項について調査
及び審議を行い意見を答申する 方向性・判断理由の

フィードバック

方向性・判断理由の
フィードバック

提案

議決

答申

諮問

町民参加の取組
町民意識調査、地区別等ワーク

ショップ、小中高生参画、関係団体
意見聴取、広報誌・HP・SNSによる

情報発信

合
同
議
論

町 議会町民

外部
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人口は減少している。
そして、その中身も大きく変わっている

人口減少の課題は人数だけでなく、
地域を支える人口構成そのものの変化にある。

約40年間で4割減少

1985年
24,454人

2025年
14,771人

子どもと生産年齢人口が大きく減少
30～40歳代は約3割減少

2015年
1,475人

▼
2025年
850人

（▲42％）

2015年
8,978人

▼
2025年
6,910人

（▲23％）

2015年
7,204人

▼
2025年
7,011人
（▲3％）

2015年
1,003人

▼
2025年
947人

（▲6％）

2015年
1,372人

▼
2025年
978人

（▲29％）

2015年
2,065人

▼
2025年
1,469人

（▲29％）
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人口減少の主因は自然減。社会動態は近年、改善傾向。

４ 白老町の現状について R8.8.31 第7次総合計画策定委員会（第1回）
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自然減は年間約300人規模

社会増減は直近ではほぼ均衡

2024年
▲16人

2023年
＋44人

2022年
＋2人
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人口が減る一方、暮らしの単位は小さくなっている。

４ 白老町の現状について R8.8.31 第7次総合計画策定委員会（第1回）
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人口総数だけでなく、世帯の小規模化も暮らしや行政
サービスを考える重要な変化。

9,387世帯

16,394人
（約▲30％）

2.84人 1.75人
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今後、人口・働き手の減少が続く中で、町内産業をどのよう
に維持し、働く場を確保していくかが重要。

働き手が減少する中で、白老の産業と働く場をどう持続させ
ていくか。

働く人は30年で約3割減少。
産業を支える人の構成も変化。

第3次
5,309人

▼
4,114人

（▲23％）

第2次
4,048人

▼
1,667人

（▲59％）

第1次
901人
▼
631人

（▲30％）
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人口が減る一方、
白老を訪れ、応援する人とのつながりは広がっている。

観光入込客数 宿泊客数 ふるさと納税寄附額

2015年 2024年
181万人 232万人

2015年 2024年
8万人 12万人

2015年 2024年
1.3億円 15億円

年間230万人規模 約54％増 15億円規模へ成長

人口が減少しても、
白老との接点まで減っているわけではない。

「何人が住んでいるか」だけでなく
「町外とどうつながるか」も重要。
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「白老が好き」と
「住み続けたい」は

必ずしも同じではない。

４ 白老町の現状について R8.8.31 第7次総合計画策定委員会（第1回）
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まちへの愛着・生活満足度は上昇。
一方、年代によって受け止め方に差あり。

前回調査からの全体スコアの変化（2019→2025）

愛着
57.8％ 60.0％ (+2.2pt)

生活満足度
35.9％ 53.5％ (+17.6pt)

定住意向
54.3％ 54.8％ (+0.5pt)

年代別のスコア（2025）

30歳未満：愛着67.7％、定住意向25.8％

40歳代

30歳代

30歳未満
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町民が重視する暮らしの基盤。
評価には強みと課題がある。

重要度 上位

１．上水道

２．下水道

３．身近な安全

４．地域医療

５．消防・救急

満足度 上位

１．身近な安全

２．下水道

３．上水道

４．民族文化

５．消防・救急

満足度 下位

１．公共交通

２．地域医療

３．住環境（住宅）

４．商工業

５．産業連携・雇用

改善するものだけでなく、今ある良さを守ることも重要。

重要度4位に対し、
満足度はワースト2
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人口・担い手が減少する中、
限られた人員・財源を何に使い、何を維持し、何を見直すか。

４ 白老町の現状について R8.8.31 第7次総合計画策定委員会（第1回）
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財政健全化は進展。
一方、将来に向けた財政余力の確保は引き続き重要。

地方債残高（負債）

2015年 2024年
223億円 112億円

約半分に↓

基金残高（貯金）

2015年 2024年
11.5億円 41.2億円

約3.6倍↑

実質公債費比率
2015年 2024年
19.1％ 10.2％

経常収支比率
2015年 2024年
86.7％ 89.8％
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人口・担い手は確実に縮小している。
一方、社会動態、町外とのつながり、町民評価、財政基盤など、良い変化もある。

白老町は単純に「縮んでいる町」ではない。

◎まとめ

縮小しているものと、伸びているものが同時にある。

人口・担い手

地域を支える世
代の構成が変化。

人口動態

社会動態は改善。
一方、自然減は年
間約300人規模。

暮らし

人口減少と同時
に世帯の小規模
化が進行。

町外とのつながり

観光・宿泊・応
援など、伸びて
いるものがある。

暮らし・行政基盤

町民評価や財政に
改善が見られる一
方、課題も明確。

これからの白老にとって、本当に大切なものを選びなおす。

守るもの ｜ 変えるもの ｜ 伸ばすもの
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第６次白老町総合計画の概要
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第７次白老町総合計画策定方針
※別紙参照
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第6次総合計画終了（令和9年度） 第7次総合計画（令和10年度～令和17年度の8年間）

これからの8年間、
「何を守り、何をより良くし、何を選び直すのか」を考える期間

6-1 策定の趣旨と計画の役割 R8.8.31 第7次総合計画策定委員会（第1回）
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継承するもの

「分厚い説明書」から、みんなで使う「羅針盤」へ

第7次で刷新するもの

● 施策の網羅から、重要課題の明確化へ

● 完成後の意見募集から、途中段階からの
共創へ

● 一部の職員による策定から、職位に応じ
た全庁的な関与へ

● 策定して終わる計画から、進捗を共有し
使い続ける計画へ

● 指標（KPI）の重点化と、暮らしの変化
を実感できる指標の設定へ

● 自治基本条例に基づく町の最上位計画

● 8年間の将来像とまちづくりの方向性

● 町民と行政の協働によるまちづくり

● 持続可能性を重視する考え方

● 基本構想・基本計画・実施計画の基本的
な関係

6-2 第6次から継承すること、第7次で刷新すること R8.8.31 第7次総合計画策定委員会（第1回）
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町民とともに
つくる計画

6-3 第7次総合計画策定の基本方針

2

職員が自分事
として使う計画

5

実行と
進行管理
につなが
る計画

6町民に身近で、
わかりやすい
計画

1

将来を見据え、
選択と重点化
を行う計画

3

分野を越えた
課題に対応する計画

4

策定過程と成果
を継続的に発信
する計画

7

計画内容だけでなく、策定プロセス全体を貫く基本方針

R8.8.31 第7次総合計画策定委員会（第1回）
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R8.8.31 第7次総合計画策定委員会（第1回）6-4 町民・職員参加を軸とした計画づくり

「意見を聞くだけで終わらせない」
「町民意見と行政判断を往復させる」

【知る】

•データ、現状、町の取組を共有

【話す】

•暮らしの実感、課題、残したいも

のを出し合う

【つくる】

•町民と職員が目指す姿と施策の方

向を考える

【返す】

•反映結果と行政の判断理由をわか

りやすく返す

R8.8.31 第7次総合計画策定委員会（第1回）
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令和10～17年度（中間見直しあり）

6-5 計画の構成と期間

まちの羅針盤

基本構想

基本計画

実施計画

令和10～17年度（8年間）

3年間（毎年度ローリング・見直し）

将来像、基本目標、まちづくりの方向性

基本分野、基本施策、基本事業、重点・横断的な取組

具体的な事務事業、予算、実施期間

分野間のつながり

進行管理との接続

R8.8.31 第7次総合計画策定委員会（第1回）
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R8.8.31 第7次総合計画策定委員会（第1回）6-6 庁内策定体制と役割分担

主幹・係長職以下が案を作成 課長職が案を仕上げ 理事者・部長職が政策判断

策定委員会
（理事者・全部長職）

町全体の方向性、将来像、基本目標、重点事項等を政策判断

施策形成会議
（全課長職）

施策間の整合性、分野横断連携、案を仕上げる

分野別庁内PT
（主幹・係長職、関係職員）

現状、課題、目指す姿、基本施策、基本事業、指標案等を検討

PTアドバイザー
（全課長職）

助言、軌道修正、事前調整

案の上程

案の上程

方向性・判断理由の
フィードバック

方向性・判断理由の
フィードバック

策定事務局
（企画政策課）
全体設計、会議運営

R8.8.31 第7次総合計画策定委員会（第1回）
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※町以外の体制組織：審議会、議会、外部アドバイザー



R8.8.31 第7次総合計画策定委員会（第1回）6-7 町民参加と職員参加の具体的な仕組み

審議会の中に分科会を組織し、分野別庁内PTと合同議論を複数回実施

R8.8.31 第7次総合計画策定委員会（第1回）
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総合計画審議会
分科会
（町民）

40名規模
（町内関係団体推薦
＋公募＋無作為抽出）

分野別庁内PT
（職員）

主幹・係長職 4～5名程度
＋若手職員

現状・課題を
共有する

目指す姿・施策の方向
を考える

計画素案を町民目線で
確認する

答申

町民意識
調査

ワーク
ショップ

小中高生
の参画

多様な媒体
で情報発信

各種団体
への意見聴取

若手職員
の参画



R8.8.31 第7次総合計画策定委員会（第1回）【再掲】策定体制全体図

策定委員会
（理事者・全部長職）

町全体の方向性、将来像、基本目標、重点事項
等を政策判断

施策形成会議
（全課長職）

施策間の整合性、分野横断連携、案を仕上げる

分野別庁内PT
（主幹・係長職、関係職員）

現状、課題、目指す姿、基本施策、基本事業、
指標案等を検討

PTアドバイザー
（全課長職）

助言、軌道修正、事前調整

外部アドバイザー
（大学教授等）

客観的助言

案の
上程

案の
上程

策定事務局（企画政策課）
全体設計、会議運営

R8.8.31 第7次総合計画策定委員会（第1回）
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議会

総合計画調査
特別委員会

審議会
（町民40名規模、

全体会＋分野別分科会）
総合計画に関する事項について調査
及び審議を行い意見を答申する 方向性・判断理由の

フィードバック

方向性・判断理由の
フィードバック

提案

議決

答申

諮問

町民参加の取組
町民意識調査、地区別等ワーク

ショップ、小中高生参画、関係団体
意見聴取、広報誌・HP・SNSによる

情報発信

合
同
議
論

町 議会町民

外部
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会議メンバーだけがつくる計
画にしない

PT活動を正式な業務として明
確に位置づける

全職員へ説明会や庁内で策定
状況を徹底共有

全職員へ説明会や庁内掲示板
等で策定状況を徹底共有

6-7 町民参加と職員参加の具体的な仕組み R8.8.31 第7次総合計画策定委員会（第1回）
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「総合計画策定を、全職員がまちの未来を
自分事として考える機会に！！」

全職員

各PTに若手職員を正式メン
バーとして配置

課長職がPTや全庁調整にマネ
ジメント責任を持つ

PT
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R10.4

第7次総合計画
スタート

令和8年度
体制づくり・町民参加スタート、
将来像・施策検討

R8.8.31 第7次総合計画策定委員会（第1回）
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令和9年度 前半
施策検討、まとめ

令和9年度 後半
計画案取りまとめ

R10.2～3

町議会審議・
議決

R9.12

審議会答申

R9.10～11

全員協議会
パブコメ

R8.8

策定
スタート

R8年度後半

全員協議会
（中間報告）

R8.10

審議会設置
ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

R9.4

町民意識調査

「今日が、第7次総合計画づくりのスタート」
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意見交換
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